【主題】[image: image1.emf]解説動画を視聴しているかどうか

①毎回視聴している（90％～100％） 11 19%

➁できるだけ視聴している（40％～90％） 24 41%

③ほとんど視聴していない（10％～30％） 12 21%

④全く視聴していない（0％～10％） 11 19%
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反転授業を核とした能動的・主体的な日本史授業
【副題】
本当の意味での生徒の主体性を高め、ICTを活用した生徒が主体となった授業の方法を模索する
【学校・団体名】福井県立高志高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image5.png]


【役職名・氏名】教諭　城戸良晃　　　
　生徒主体という言葉を最近よく耳にするようになったが、例えば、校則改正や学校祭の運営など生徒の興味関心が高いものは生徒が主となって動くことができるが、学習については未だに受け身の場合が多いと感じている。主体性とは「自分の意志や判断で行動し、責任を負う能力または姿勢のこと。指示待ちではなく、自ら考え、行動し、結果を自責する姿勢」である。主体性という言葉が独り歩きして「生徒が好き勝手に何をしてもいい、嫌なことは受け身のまま、教員は何もしなくてもいい」のではなく、教員がうまくコーチングをし、子どもたちに主体性を身につけさせ自立させることが本来のあり方だと考える。本研究では本当の意味での主体性を高め、教員のコーチングスキルを高めることを目的とする。
　私はこの内容を研究するにあたって反転授業に注目をした。きっかけは3月のことである。妻の出産を機に4月に1か月間育児休暇をとることとなった。その間、通常であれば代替の教員が授業を持つものであるが、学校が下した判断は「授業の自習」であった。1か月もの間、生徒は自分の力で勉強をし続けなければならないことを想像しただけで申し訳ない気持ちになり、毎回の自習の授業で解説動画を配信することにした。そして、動画を視聴した後、授業内容に関する問いを立てて振り返りをするシステムで1か月間やってみた。5月に復帰し、すぐに中間考査があったが、その結果は、普通に授業を受けていたクラスと変わらなかった。そこで、教員がいない中で主体的に考え、学習を続け、テスト勉強も行い点数が取れたわけだから反転授業で教室で行う発展的な授業をより充実させたものにできたら、きっとよりよい学びが実現できるのではないかと思った。以下（１）～（７）にこれまでの取り組みをまとめてみた。
（1） 内容の解説動画化
今まで授業で行ってきた講義や解説を1本あたり20分前後の動画にした。生徒には事前に予習プリントを渡し、自分のペースで動画を視聴し、予習を前提とし、学校では探究的、発展的、協同的な学びができるようにした。解説動画は日本史探究だけで10月現在100本以上の動画を作成済みである。
この授業動画を作成してから他の教員が担当している講座の生徒も噂を聞きつけ「動画と予習用のプリントが欲しい」と言ってくるようになった。50分の授業ですべて集中して受けることができるわけではなく、聞き逃してしまったりした生徒が不足している分を補うためや、単純に動画の内容が面白い、わかりやすいから視聴したいという生徒がいた。

※以下のQRコードから、動画を視聴できます。
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（2） クイズレットによる協同的な語句の確認
[image: image7.png]


　授業の最初にはアプリ「クイズレット」を使い、解説動画の内容について３～４人のグループになりお互いが教え合ったり協力しながら他のグループよりも速く目標の問題数に到達することを競うゲームを行った。それぞれアプリ内にクラスを作ることで、自分の家や端末を使っても学習できるようにし、能動的に楽しく学習できるようにした。毎回非常に盛り上がる反面、明らかに予習をしていない生徒が多い日などはこのクイズレットだけで20分近く時間がとられることもあった。
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（3） 授業で探究的な学習
　クイズレットが終わったら解説動画の内容を簡単に説明をして、学び合いの授業を行った。例えば律令の授業では東大の「日本が目指した律令国家の「理念」と「実態」は?」という入試問題を使い、「律令国家の対外関係」「律令国家の都」「律令国家と蝦夷」の3つの資料を準備しジグソー法で考えさせた。奈良時代の政争の授業ではロイロノートを使って奈良時代の登場人物を資料として配布し、その関係図をグループで協力して作らせた。

（4） 振り返り
授業の振り返りをロイロノートで提出をさせた。方法は紙に書いたものを写真に撮って提出させる方法、テキストで付箋のようにロイロノートに貼り付けて提出する方法、声を録音して音声で提出させる方法など様式は問わないこととした。（下の写真は「元寇における日本軍の戦いかたには、モンゴル軍とくらべてどのような特徴があったか。日本の武家社会の特質と関連させて答えよう」という内容に対するもの）

前期の期末試験の前に簡単なアンケートを行った。まず、1つ目は解説動画を視聴しているかどうかという問いである。「毎回視聴している」と答えた割合は全体の約2割にも満たなかった。できるだけ視聴をしている生徒の割合が最も多く、全く見ていない生徒も20％ほど存在した。「動画を見ていなくても、なんとかなる」という考えを持った生徒や、国語・数学・英語といった科目の予習や復習に追われている中で、日本史まで毎回のように動画を見るというのは負担に感じている生徒もいるようである。また、社会系の科目については授業では講義を受けてテスト前に詰め込むという考えを持った生徒も多い。
[image: image9.jpg]



次にいつ見ているかという問いである。授業の前は約30％、授業の後1週間以内が15％、テストの前が51％という結果となった。テストの前に視聴する生徒が多いが「テスト前に苦手なところをもう一度動画を見て復習することができる」という意見もみられた。特に3年生の共通テスト演習に入るころで問題演習をしてみて、苦手と感じた単元をもう一度動画で見てみるという使い方をしようとしている生徒が一定数いた。しかし、中にはテスト期間になってから今まで見ていなかった動画をまとめて見ようとしている生徒も存在していた。
[image: image2.emf]いつ解説動画を見ているか

①授業の前 14 30%

➁授業の後1週間 7 15%

③授業の後1か月間 2 4%

④テスト前 24 51%
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また、何処で見ているかという問いに対して通学の途中にスマホで見るが最も多く、学校でタブレットを使って視聴するが2番目に多かった。これは「コスパ」や「タイパ」を重視するZ世代の特徴を反映していると思われる。通学の暇な時間や休み時間など隙間時間を上手く使おうとしていることがわかる。逆に家で勉強をする割合が低く、じっくり集中して学習に取り組むことができていないのではないかということが予想される。
[image: image3.emf]どこで解説動画を見ていますか

①家＋タブレット 3 6%

➁家＋スマホ 7 15%

③家＋PC 1 2%

④通学途中＋スマホ 19 40%

⑤学校＋タブレット 15 32%

⑥その他 2 4%
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（５）考査前の取り組み
日本史探究について副教材は一問一答のチェックリスト、書き込み式の要点整理ノート、問題集形式のゼミナール日本史と多岐にわたり、その教材をやるだけでも多くの時間が取られ、テスト前に答えを丸写しして形だけ提出をする生徒も多くいた。そのため「問題集の宿題は一切出さない」ことを伝え「自分に合った勉強方法を確立すること」を徹底させた。こちらからは重要箇所を覚えやすいような覚え方が載ったプリントや替え歌のプリントなどを配布し「それらを使うかどうかは自由、ただ、自分の点数には責任を持つこと、ゴールは全ての生徒が考査範囲について自信をもってテストに臨めるようになること」とした。
（６）考査後
[image: image4.emf]中間①（5月上旬） 中間②（7月上旬）

担当クラス

知識・技能 思考判断表現 担当クラス 全体 知識・技能 思考判断表現

配点 60 40 配点 50 50

69.7 44.1 25.5 61.6 29.9 31.7

割合 74% 64% 割合 60% 63%

学年全体

知識・技能 思考判断表現

学年全体

知識・技能 思考判断表現

配点 60 40 配点 50 50

69.3 45.7 23.6 62.6 36.3 26.3

割合 76% 59% 割合 73% 53%


育休から復帰したすぐの中間①と、この授業方法で1か月以上やってきた中間②のテスト結果を比較してみた。ここから明らかになったことは、授業中に思考力を伸ばすような問題を毎回解いたことによって、生徒が苦手としている資料を活用したり史料を読み取ったり、論述をしたりするような「思考力問題」の平均点が飛躍的に伸びたことである。担当クラスでは知識問題よりも平均点が高かった。しかし、一方で学年全体の平均点はそこまで変わらないものの、他教員が持っていたクラスと比べ知識問題の点数がかなり低くなった点が気になった。これは前述したアンケート結果からもわかるように普段から動画を視聴しない生徒が一定数いるため基礎力の練度が低いということだ。また、問題集の提出といった宿題をなくしたことによって「やらなくてもいい」という心理が芽生え手を抜いてしまうのであろう。全体の点数は他クラスと比較しても変わらないが、基本的な知識をいかに身につけるかが課題となった。
（７）後期からの取り組み

基礎力の定着という課題に対して、今までの方針を変えるのは良くないと思い、クイズレットの課題の新機能を使い、解説動画を見た後や授業後にもう一度語句の復習をし、教員の方で状況を把握できるようにした。また、テスト後に「自分はこのテストに向けてこれだけがんばった」ということをレポートとしてデータで提出する方法を採用した。この方法は教員の負担もかからず生徒のやる気や主体性を高められる方法だと思っている。これによる今後の変化を見ていきたいと考えている。
まとめ
約半年間、この授業スタイルで取り組んでみて感じたことをまとめた。
（ア）授業の内容の深化、また授業の進度が早くなった。
授業で取り扱う内容が高度なものとなった。今までだと基本的な語句の説明に多くの時間を取られ、史料の読み取りや論述対策などに割ける時間は1時間の授業のうち、2割～4割程度に限られていた。結果、定期考査や模試で初見の発展的な問題が出されたときに歯が立たず、指導に悩んでいた。しかし、この授業方法を取り入れてからは初見の問題に毎回取り組む習慣が身につき、知識を動員して解こうとする意識が高くなったと感じている。思考力問題の点数も前述のとおり伸びてきている。
また、授業の進度が明らかに早くなったことも利点として挙げられる。本校は文系の日本史は週に3回、理系の日本史は2～3年で週に2時間ずつと差があり、定期考査は文系理系とも同じ範囲で作らなければらならない。その関係で今までだと、理系は文化史の部分は各自で勉強（解説動画を見て穴埋めするだけ）するしかなかった。この手法を導入してからは授業の進度が他クラスの文系とほぼ変わらず、今まで飛ばしていた文化史の内容についてもジグソー法を使って協同的に学び、深めることができた。
（イ）授業中に寝る生徒が少なくなった。
日本史の授業のイメージといえば、教員が一方的に説明をして生徒がそれを聞き、たまに問いが発せられ、生徒に考えさせたりする授業かもしれない。その中では授業に集中できずに寝る生徒や内職をしようとする生徒も存在した。ただ、今回実践した授業は、全くの逆である。問いに対して生徒が考え、それを周りに説明をし、教員がたまに説明をする。ICTを活用することにより生徒の興味関心も高まり、思考をしている時間が長いため、寝ている生徒がほとんどいなくなったと感じている。授業を休んでも動画があるのでついていけなくなることがない。何回か休むことで知識が虫食い状態になり、やる気が低くなり落ちこぼれてしまう生徒もいないように思う。
（ウ）いかに動画を視聴させる習慣を身に着けることができるかが課題。
　やはり永遠の課題は予習をしてこないで授業を受ける生徒がいることである。クイズレットを導入した理由はグループで語句を復習することで周りに迷惑がかかるのを嫌い、毎回事前に動画を見る習慣がつくのではないかという思いもあった。しかし、アンケート結果からもわかる通り「見なくても何とかなる」と考え見てこない生徒が存在している。予習をやった子はやってない子が同じグループにいると嫌悪感を感じ、してない子に引っ張られたり、予習してきた子達だけが活動することも見られた。予習をしてこないとダメな状況をいかにして授業で作ることができるかがポイントになってくるだろう。
また、動画を見るだけでは質問などができないため、わからないままになってしまうことも懸念される。そこでGoogleサイトでフォームで質問した内容を全員で共有しそれに教員が回答するHPを作成し対応をしていきたい。
　課題は多いものの、生徒の主体性を高める方法として様々な可能性を含んでいると感じた。これからも生徒がよりよい環境でより良い教育を受けられるよう努力をつづけていく次第である。
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